
平成２５年度第２回小牧市スポーツ推進審議会会議録 

 

１ 開催日時  平成２６年２月１９日（水） 

        午後１時～午後２時 

 

２ 開催場所  小牧市役所 東庁舎４階 本会議用控室 

 

３ 出席者   会長 長尾 英俊   委員 佐藤 史郎 

委員 中川 宣芳   委員 舟橋  巧  

委員 岩瀬 勝美   委員 鹿島 美枝子  

委員 松浦 昌美   委員 田中 雅之 

         

４ 欠席者   委員 花井 忠征 

委員 黒田 真二 

         

５ 説明のため出席した事務局員 

       （教育委員会事務局） 

        教 育 長   安藤 和憲    教育部長   中嶋  隆 

      教育部次長   舟橋  泉      ｽﾎﾟｰﾂ推進課長 服部 裕一  

        ｽﾎﾟｰﾂ推進係長   長谷川 潤治  

ｽﾎﾟｰﾂ推進係主事  吉田 祐将 

        

（小牧市体育協会） 

事務局長 井上 武      事業係長 青山 寿彦 

                 

６ 傍聴者   なし 

 

７ 会議の内容 

（１）議題  

議題第１号 平成２６年度教育委員会基本方針（案）について（スポーツ推進課分） 

議題第２号 平成２６年度社会体育事業実施計画（案）について 

議題第３号 平成２６年度社会体育予算総括表（案）及び主要事業（案）について 

 

８ 会議の資料 

（１）平成２６年度教育委員会基本方針（案） 

（２）平成２６年度社会体育事業実施計画（案） 

（３）平成２６年度社会体育予算総括表（案） 

（４）平成２６年度主要事業（案） 

 



９ 議事内容（要旨） 

○事務局 

只今から、平成２５年度の第２回小牧市スポーツ推進審議会を開催します。 

小牧市審議会等の会議の公開に関する指針に基づいて、会議を公開となっており

ますが、本日の傍聴人はありません。 

欠席の委員は、花井委員と黒田委員であります。 

本日の会議は、８名が出席しておりますので、規定により会議は成立しておりま

す。本日の資料の確認ですが、次第、平成２６年度教育委員会基本方針（案）、平成

２６年度社会体育事業実施計画（案）、平成２６年度社会体育予算総括表（案）及び

主要事業（案）であります。 

それでは、教育長より挨拶を申し上げます。 

○教育長 

皆さんこんにちは。本日はたいへんお忙しい中、本審議会にご出席いただきまし

てありがとうございます。今月の７日から冬季のオリンピックが開催されておりま

す。今回はメダルが今のところ５個で、全て男子であり、１０代の若者が活躍して

いる大会であると思います。これからを担う次世代の子ども達に、夢や希望を与え

ており、うれしく思います。それから葛西選手の活躍が印象に残っています。葛西

選手は、個人では涙を流さなかったが、団体戦で銅メダルを取ったときに大泣きを

していた。若い後輩にメダルを取らせたかったという一念で、１３４ｍを飛んだの

ではないかなと思い感動していました。本日は、平成２６年度当初予算も固まって

まいりました。そこで、社会体育事業実施計画などについて、今回ご検討を頂きた

いと思います。様々な世代の小牧市民がスポーツを通して充実した生活が送れるよ

うな事業に、次年度、展開できればと思いますので、皆様の忌憚のないご意見をお

聞かせいただきたいと思います。 

○事務局 

続きまして、長尾会長よりあいさつをお願いします。 

 ○会長 

あらためまして、こんにちは。小牧市の市民総スポーツという言葉がベースにあ

りますが、その基本を成しているのが、１６小学校区のスポーツ振興会です。その

スポーツ振興会の一つの活性化策として、新たな動きがあるようですが、そのあた

りのところも地域の皆様に見ていただきながら、ご検討いただきたいと思います。 

○事務局 

・議事録署名人を舟橋巧委員に指名 

・規定により会長が会務を総理するので、会長に議事進行を依頼 

○会長 

それでは、議題第１号 ｢平成２６年度教育委員会基本方針（案）について（ス

ポーツ推進課分）｣を議題とします。事務局から説明をお願いします。 

○事務局 

（議題第１号、資料に基づき概要を説明） 



○会長 

事務局から説明が終わりました。今年度からの変更点について説明してください。 

○事務局 

特に基本目標に掲げている「であい、まなびあう」、「いかす」、「つなげる」を反

映する形で重点施策を変更しています。今年度との変更点は、重点施策として３項

目ありましたが、その１つの「スポーツ施設の適切な維持管理に努め、利用者の安

全と利便を図り、利用を促進する。」を削除しました。理由としては、その内容が重

点施策と言うよりも、継続的に実施していく施策ですので、削除して２項目にしま

した。また、「総合型地域スポーツクラブに移行できるような」という文言を入れて

ありましたが、スポーツ振興会は、現制度において過去から引き続いており、事業

の内容も、地域の身近な様々な方が、気軽に参加できるスポーツ教室を実施してお

り、総合型地域スポーツクラブの趣旨と合致していることもあるので、あえて総合

型地域スポーツクラブの文言は省略しました。また、今回は、「幼児から高齢者まで

様々な世代がスポーツに参加できる」と言う趣旨の文言を入れております。 

 

○会長 

それでは、ご質問もないようですので、議題第１号 ｢平成２６年度教育委員会

基本方針（案）について（スポーツ推進課分）｣は、承認いただけますか。 

 

（委員から異議なしの声） 

○会長 

議題第１号は承認いたします。 

続いて議題第２号「平成２６年度社会体育事業実施計画（案）」及び議案第３号「予

算総括表」について、一括して事務局から説明をお願いします。 

 

○事務局 

（議題第２号、議案第３号の資料に基づき概要を説明） 

 

 ○委員  

体育協会の理事会が午前中にあり、事業の説明を受けたが、市民登山が３回と説

明を受けた。市民登山の春季、秋季と親子登山のことで良いか。 

○事務局 

その通りです。 

○委員 

同様にスポーツ教室で、ショートテニス教室も体育協会の事業にはあったと思う

が、事業計画に記載がないのはどうしてか。 

○事務局 

委員のご指摘のとおり、新たにショートテニス教室を７回予定しています。事業

計画書の記載が漏れておりました。 



 ○委員 

それに伴い、主要事業費の予算額の変更はありますか。 

 ○事務局 

主要事業費の予算額の変更はありません。 

 ○委員 

平成２６年度の新規事業の「夢の教室開催事業」ですが、日本サッカー協会が行

う事業と思うが、様々な競技種目のトップアスリートとあり、サッカー選手以外の

方も夢先生として来て頂けるのでしょうか。 

 ○事務局 

その通りであります。この事業は、サッカー選手以外も夢先生として派遣されま

す。学校の授業の一環で行い、実施希望日をサッカー協会に伝え、その日程に合う

選手が派遣されます。 

 ○委員 

夢の教室は小学校３校を予定しているが、例えば、大きな会場に夢先生を講師と

して招いて講演を行うと、子どもから大人まで多くの人が興味を持って参加できる

と思うので、できればそういう形でも開催していただきたい。 

○事務局 

今回の夢の教室は、日本サッカー協会が、小学校にスポーツ選手を派遣する事業

ですので、委員のご要望の内容は、別の事業として今後検討します。 

○会長 

「スポーツ振興会」という名称を変更する動きがあると体育協会から聞いたが、

平成２６年度実施計画に「スポーツ振興会」という名称が使われているが、大丈夫

なのか。 

○事務局 

スポーツ振興会から総合型地域スポーツクラブに切り替えた団体もあるが、従来

のスポーツ振興会の活性化を図ることが重要と考えています。そういった中で、名

称を変えて頂くことで、刷新が図れると考え、各振興会に対して名称変更の説明を

して進めています。現在は、まだ途中の段階ですので、平成２６年度実施計画には、

スポーツ振興会と記載しています。 

○会長 

今までスポーツ振興会で推進してきた地域のスポーツ活動を充実させるためのも

のと考えれば良いのですか。今後、総合型地域スポーツクラブに切り替わるところ

もあるかもしれないが、スポーツ振興会の名称をそのまま残す団体もあるというこ

とですか。 

○事務局 

体育協会から各振興会に対して、名称の変更が可能な団体は変更してくださいと

しています。当面は、スポーツ振興会の名称を使用していくことになるが、どの程

度まで変わるのか決まっていないので、今後、体育協会と調整する。 

○会長 



他にご質問はありますか。ご質問もないようですので、議題第２号「平成２６年

度社会体育事業実施計画（案）」及び議案第３号「予算総括表」については、承認い

ただけますか。 

（委員から異議なし） 

○会長 

異議なしとのことですので、議題第２号及び３号議案は承認いたします。 

それでは、本日の議事がすべて終了いたしましたので、進行を事務局にお返しし

ます。 

○事務局 

次第３「その他」として、２点報告があります。 

１点目は、テニスコートの利用方法についてであります。市内の利用者からテニ

スコートの抽選に当たらないと意見がありましたので、予約抽選の参加資格を、市

内在住･在勤・在学とし、利用者登録の有効期間を２年間、登録対象者を１５歳以上

で中学生を除くとします。 

２点目は、２５年度のスポーツ推進事業の主な実施状況について説明します。（事

務局より実績を報告） 

○会長 

今年度から推進しているノルディックウオークの状況はどうですか。 

○事務局 

小牧山城築城４５０年記念事業の一環として、小牧山から新たに発信するスポー

ツとしてノルディックウォークの普及に努めました。春と秋の２回に分けて、ノル

ディックウォーク講習会を７講座開催し、受講者数は１０７人です。また、１１月

１７日に小牧山でノルディックウォーク大会を実施し、５６人の参加がありました。

参加者から、ノルディックウオークを継続的に行いたいとの要望がありましたので、

スポーツ推進委員が中心となり、ノルディックウオーク同好会が、始められるよう

に努めました。 

○委員 

参加者は、ノルディックウォークのポールを購入しているのですか。 

○事務局 

自分で購入する方もいますし、市から借りる方もいます。ポールの貸し出しは、

スポーツ振興会で行うスポーツ教室にも貸し出したりします。 

○委員 

   スポーツ推進委員の活動をしていますが、スポーツ推進課では、７０組のノルデ

ィックウォークのポールを用意しています。また、四季の森などで定期的に同好会

を開催して２０～３０名程度の方が参加しています。 

 ○委員 

   ノルディックウォークのポールの貸し出しは、どういう人に貸し出すのですか。 

○事務局 

市主催の講習会やスポーツ推進委員、またはスポーツ振興会の行う教室の参加者



に貸し出しています。 

○事務局 

他にご意見もないようですので次に移ります。 

スポーツ推進委員の任期については、平成２６年７月３１日までとなります。次

回の審議会は８月上旬を予定していますので、現任期の委員による審議会は、今回

で最後になります。 

以上をもちまして、平成２５年度第２回小牧市スポーツ推進審議会を閉会いたし

ます。 


